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 福島原子力発電所事故は終わっていない。 

 これは世界の原子力の歴史に残る大事故であり、科学
技術先進国の一つである日本で起きたことに世界中の
人々は驚愕した。世界が注目する中、日本政府と東京電
力の事故対応の模様は、世界が注目する中で日本が抱え
ている根本的な問題を露呈することとなった。 

 想定できたはずの事故がなぜ起こったのか。その根本
的な原因は、日本が高度経済成長を遂げたころにまで遡
る。政界、官界、財界が一体となり、国策として共通の目
標に向かって進む中、複雑に絡まった『規制の虜
（Regulatory Capture）』が生まれた。 

国会事故調（黒川 清） 
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「市民の科学」（高木任三郎著）の論点 


